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１．概要（Summary） 

本研究では、超撥水メンブレンを有したMEMS高感度

圧力センサを利用して微小液滴の振動の計測手法を提

案した。提案した手法は数L の液滴の振動を感度よく計

測できたことを検証した。本手法は微小液滴の表面張力

と粘度の計測につながる。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

① 高速大面積電子線描画装置 

② マスク・ウエーハ自動現像装置群 

③ ステルスダイサー 

④ EB蒸着装置 

【実験方法】 

MEMS 差圧センサを製作するためのガラスマスクを、

電子線描画装置を用いて製作した。ウェハーに金額を蒸

着するために、EB 蒸着装置を使用した。また、1 インチウ

ェハーで MEMS プロセスを行った後、ステルスダイサー

を用いて、チップ化を行った。 

超撥水メンブレンを製作するために、マイクロサイズの

マッシュルームアレイを有した PDMS 基板を製作した。こ

のPDMS基板は水だけではなくオイルなどの表面張力の

低い液体でも弾くため、提案したセンサは水やオイルの液

滴の計測に適応できると考えられる。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

製作したセンサを用いて、微小水の液滴（表面張力：72 

mN/m、粘度:1 mPa·s）とオイルの液滴（表面張力：34 

mN/m、粘度:42 mPa·s）の振動の計測を行った。これら

の液滴の体積を 2.5 L に固定して計測を行ったとき、オ

イルの液滴の共振周波数は水の液滴の共振周波数と比

べて低かったことがわかった。また、オイルの粘度が水より

高いため、オイルの液滴の振動の減衰率が水の液滴の減

衰率より大きかった。 

上記の結果、提案した手法を用いて微小液滴の表面

張力と粘度の計測が可能となると考えられる。 
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